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在日韓国・朝鮮人のパイリンガリズム

一一アンケート調査の結果から一一

生 越 直 樹

序

現在，日本には約66万人の韓国・朝鮮人(以下本稿では朝鮮人と総称す

ることにする)が居住している。にもかかわらず，従来日本は単一民族・

単一言語の国家だとされ，朝鮮人・中国人を始めとする少数民族の存在は

ほとんど無視されてきた。最近，日本社会の国際化が叫ばれているが，日

本と外国の聞の問題だけではなく，日本の中の少数民族の問題についても

真剣に取り組む必要があるのではなかろうか。特にその言語についての問

題は，民族教育との関連からも重要な問題の一つで、あろう。

しかしながら，今までのところ日本に住む少数民族の言語・言語生活に

ついての研究は，ほとんどなされていないようである。在日朝鮮人の場合

も，その言語・言語生活についてはほとんどわかっていない。在日朝鮮人

の言語・言語生活についての研究でこれまでに公表されたものとしては，

筆者の調べた範囲で，塚本勲(1964)，朴正投(1976)，比嘉正範(1980) 

があるのみである?とれらの論文は，在日朝鮮人の言語・言語生活の実態

を初めて明らかにした点で有意義なものであるが，いずれも概括的あるい

は部分的な実態が述べられているだけで，その詳しい実態までは明らかに

されていない。

そこで筆者は，在日朝鮮人の言語生活の実態をいくらかなりとも明らか

にするため， 1981年から1982年にかけ主に大阪府在住の朝鮮人を対象にし
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て，言語生活についてのアンケート調査を行った(く資料>参照)。その

結果，個人によってその言語生活にかなりの差の£ることがわかった。本

稿では，調査のうち相手と状況によることばの使い分けの結果を中心にし

て，在日朝鮮人のパイリンガリズム(二言語使用)における個人差とその

要因について考えてみることにする。

1.在日朝鮮人の歴史と現状

1. 1 .在日朝鮮人の歴史

在日朝鮮人の歴史・現状については，すでに多数の著書・論文が著され

ているので，ここでは概略的な説明をするにとどめておく。

表 1のように， 1909年頃に日本にいた朝鮮人はごくわずかであった。

1910年以降本格化した日本の植民地支配により，多数の朝鮮人農民が没落

した。これら没落した朝鮮人農民は， 1920年代・ 30年代にかけてその多く

表 1 在日朝鮮人人口の推移

年 度 人 数(人)

1909 790 

1920 30，175 

1930 298，091 

1940 1，190，444 

1944 1，936，843 

1950 544，903 

1960 581，257 

1970 614，202 

1980 664，536 

1909年~1944年は萎在彦(1976) 、 1950

年~1970年は法務省入国管理局 (1981) 、

1980年は総理府統計局(1981)による。
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が日本に渡り，土木や鉱山の仕事に従事した。さらに1939年からは，多数

の朝鮮人が日本の労働者不足を補うため，強制的に日本に連れて来られた。

その結果.1944年における在日朝鮮人の数は，約200万人にも達した。

1945年に日本が戦争に敗れ朝鮮が解放されると，多数の朝鮮人が祖国に

帰った。その一方で，祖国の政治情勢が不安定なため，あるいは日本に生

活の基盤をもつため日本に留まった人もおり.1950年の在日朝鮮人の数は

50万人程度になった。

1959年からは，朝鮮民主主義人民共和国への帰国船が運行され.1967年

にかけて約8万人が帰国した。一方1965年には，大韓民国との聞に日韓条

約が結ばれ，それに伴い一部の在日朝鮮人に日本における永住権が与えら

れた。なお，在日朝鮮人の数が1960年以降も少しずつ糟えているのは，主

として二世・三世の出生による自然増である。

1. 2.在日朝鮮人の現状

現在，在日朝鮮人の数は約66万人であり，在日外国人の84.9%を占めて
(2 ) 

いる。またそのほとんどが.1945年以前に日本へ来た人とその子孫である。

居住地域では，その多くが京阪神地域に住んでおり，中でも大阪府には.

全在日朝鮮人の約 3割にあたる19万人が住んでいる。さらに，大阪府の朝

鮮人のうち約6割が大阪市，約 1割が東大阪市に住んでいる。大阪市の中

でも生野区・東成区が多く，特に生野区は日本人も含めた全人口のうち約

2割が朝鮮人である。

次にその出生地をみると，祖国で生まれた人の割合は年々減り続け，現

在では日本生まれの人が全体の 4分の 3を占めるに至っている。さらに，

日本で生まれた子供たちの 3分の 2以上が日本の学校に通っている。

2.アンケート調査の概要
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この調査は， 1981年10月から1982年 1月にかけて，大阪府下にあるいわ

ゆる夜間中学(正式には中学校の夜間学級)と民族学校において行ったも

のである。夜間中学は，学令期に何らかの事情で、小中学校へ行けなかった

人を対象とした学校で，大阪では多くの在日朝鮮人がこの夜間中学に通つ

ている。

今回の調査は，先生方の協力を得て，守口市立第 3中学校・東大阪市立

長栄中学校・大阪市立天王寺中学校の各夜間学級において実施することが

できた。さらに，同僚な調査を民族学校である建国中学・高校にお願いし，

同校生徒の父兄に対しても実施した。

調査方法は，守口第 3中学・長栄中学では筆者立ち合いのもと各自アン

ケー卜用紙に回答を書いてもらった。天王寺中学校では調査を先生に依頼

し，個人面接をしながら先生の手で回答を書き込んでもらった。建国中学・

高校では，生徒を通じて両親に調査票を配布し，回答後再び生徒を通じて

それを回収した。

以上の結果，回答が不完全なものなどを除き計133名の回答が回収され

た。その内訳は，守口 3中12名，長栄中33名，天王寺中30名，建国中・高

58名である。

表2 回答者の年令

年 令 人 数

61~72才 20人(15.0%) 

51~60 52 (39.1) 

41~50 43 (32.3) 

29~40 18 (13.6) 

言十 133 (100.0) 

表 3 回答者の来日年令

来日年令|人 数

21~31才 1 6人( 4.6%) 

1l ~20 1 41 (30.8) 

o ~1O 1 28 (21.0) 

日本生まれ 156 (42.1) 

不明 1 2 ( 1.5) 

計 1133 (100.0) 
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表4 回答者の居住地域

地域名 人 数

生野区 47人(35.3%) 

東大阪市 25 (18.8) 

東成区 12 ( 9.0) 

その他 49 (36.9) 

34 (25.6) 

大阪府 12 ( 9.0) 
(大阪市外)

他府県 3 ( 2.3) 

計 133 (100.0) 

回答者の年令・来日年令・居住地域は，表2-表4のようになる。回答

者の年令は40才代・ 50才代が最も多く，全回答者の平均年令は51.5才で

あった。祖国生まれの人と日本生まれの人の比率は， 6 4で祖国生まれ

の人が多い。居住地域は，大阪府下でも朝鮮人の多い生野区・東大阪市・

東成区に住む人が多く，この 3つの地域で全体の約 6割を占める。

さらに回答者の来日年代をみると，歴史の上で在日朝鮮人が急増する

1930年代に，全体の64.0%の人が来日している。また，回答者の性別は，

女108名，男25名で圧倒的に女性が多かった。これは，夜間中学に通う在

日朝鮮人に女性が多いためであり，従って今回の調査では，男女の差につ

いて分析することはできなかった。

今回の調査の回答者のほとんどは，在日朝鮮人の中でもいわゆる一世の

人と，年令的に一世に近い二世の人である。また，地域的にも在日朝鮮人

の多く住む所の人が多く，今回の回答者は，比較的祖国あるいは同胞との

つながりが濃い人たちであるといえよう。

3.調査結果の分折
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目下の
人

親しく
ない人

息子・
娘

親戚
(若い人)

~------祖国のことば

医翠週一一一どちらも半々

自
己

図1は，アンケートでいろいろな相手に対することばの使い分けについ

て尋ねた結果である(<資料>質問団参照)。図 1から全体的傾向として

次の点を指摘することができる。

①自分より年上の相手(父・母・親戚年配・目上の人)には，「祖国の

ことば」あるいは「どちらも半々」と答えた人が多い。

②自分より年下の相手(息子娘・親戚若い人・目下の人)や親しくない

人には，「日本語」と答えた人が多い。

③自分と同年代の相手(夫婦・兄弟姉妹)や親しい人には，「どちらも

半々」と答えた人がかなりいる。
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③の「夫婦J r兄弟姉妹J r親しし、人」という相手は，いずれも気がねな

く気楽に話のできる相手であり，そういう相手には，祖国のことばと日本

語の両方を使って話をするといえるかもしれない。

以上全体の結果からみると，在日朝鮮人は相手の年令，相手との親しさ

によってことばを使い分けているようである。しかしながら，この傾向が

回答者全員にあてはまるものとは思えない。たとえば，年下の相手・親し

くない人に対しては，ほとんどの人が「日本語」と答えているのに対し，

年上の相手・同年代の相手・親しい人に対しては，「祖国のことばJ rどち

らも半々」と答えた人と，「日本語」と答えた人に大きく分かれている。

つまり，誰に祖国のことばを使うかは，個人によって差があるようである。

そこで，誰に祖国のことばを使うかにより，回答者をいくつかのグループ

に分けてみることにした。

まず，「祖国のことばJ rどちらも半々」の占める割合の高い年上の相手

に対する項目から，「母J r親戚年配J r目上の人」の 3つの項目を選ぴ，

3項目のうち 2項目以上「祖国のことば」または「どちらも半々」と答え

た人を@. 1項目の人をO.3項目とも「日本語」と答えた人を×とした。

同様に，「どちらも半々」の占める割合が比較的高い同年代の相手・親

表5 相手によることばの使い分けからみた回答者の分類

親しい人・同年代の相手

~ 
年 i

。
上
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× 
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しい人に対する項目から，「夫婦J i兄弟姉妹J i親しい人」の 3つの項目

を選び，年上の相手の場合と閉じ基準で回答者を~OXの 3 つに分類した。

その分類の結果を示したのが表5である。表の中でともにOの人は，最も

広い範囲で祖国のことばを使う人であり，どちらも×の人は相手に祖国の

ことばを使わない人となる。

表でわかるように，同年代の相手・親しい人に対してOかOで，年上の

相手に対して×の人はいない。従って，祖国のことばを使う範囲からみる

と，回答者はどちらもOの人(以下Aグループと呼ぶ)，どちらも×の人(以

下Cグループと呼ぶ)，その以外の人(以下Bグループと呼ぶ)の 3つに

大きく分けることができる。ただし，同年代の相手・親しい人に対して「祖

国のことばJ iどちらも半々J'と答えた人は，年上の相手に対して同様の

答をした人に比べ数が少ない。そのため，同年代の相手・親しい人に対す

るOをより重視し，同年代の相手・親しい人~，年上の相手Oの人 1 名は

Aグループに含めた。その結果， Aグループ41名， Bグループ44名， Cグルー

プ33名，無回答者15名となった。

同年代の相手・親しい人の中で選んだ「夫婦J i兄弟姉妹J i親しい人」

の3つの項目は，前にも述べたように，いずれも本人にとって気楽に話の

できる人であり，日常生活で最もよく話す人である。これらの相手に祖国

のことばを使うということは，それだけ祖国のことばが日常生活の中に入

り込んでいるということになる。従って，これらの相手に祖国のことばを

使う Aグループは，極めて日常的な生活においてもパイリンガルな(二言

語使用の)生活をしていると予想される。

一方， Bグループは，年上の相手に祖国のことばを使う点では， Aグルー

プと同様パイリンガルな生活をしていると考えられるが，同年代の相手・

親しい人にあまり祖国のことばを使わないのであるから，極めて日常的な

生活においては，主として日本語を使っているのではなかろうか。さらに
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Cグループについては，相手によることばの使い分けをみる限り， 日本語

だけのモノリンガルな生活をしていると考えられる。

3. 2.状況によることばの使い分け

ここでは， A-Cの3つのグループと状況によることばの使い分けの関

係について考えてみたい(<資料>質問団参照)。なお， この質問項目で

は「祖国のことば」という答が少なかったので，答を「どちらも半々J r祖

国のことば」と「日本語」の 2つに分けて検討する。

図2

100 
% 

80 

状況によることばの使い分けと各グループの関係
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図2は各状況について，「祖国のことばJ rどちらも半々」と答えた人の

割合をグループ別に示したものである。図の「数・叫ぴ・夢・けんか・大

勢の前・あいさつ」は，アンケートにおける「数を数えたり計算するとき」

「叫び声をあげるときJ r夢の中でJ rけんかをするときJ r大勢の同胞の

前で話すときJ r同胞の知った人にあいさつするとき」の各質問項目を示

している。

図2によると，「数・叫ぴ・夢・けんか」の 4つの状況では， B・Cグルー

プに比べAグループの割合がかなり高い。また，「あいさつ・大勢の前」

の2つの状況で、は， cグループに比べA.Bグループの割合が高くなって

いる。

ここで，質問であげた 6つの状況における言語行動の種類を考えてみる

と，これらは自分の感情・考えの表出と，自分の意図の他者への伝達の 2

種類に分けることができると思われる。「数・叫び」は前者であり，「あい

さつ・大勢の前J は後者に属するものと考えられる。「けんか」の場合，

自分の意図の他者への伝達ではあるが，一種の興奮状態での発話であり，

むしろ白分の感情の表出としての性格が強いのではなかろうか。また，「夢」

は自分の感情・考えの表出ではあるが，その内容はしばしば他者とのコ

ミュニケーションを含むことから，両方の性格をもつものといえるかもし

れない。

こう考えると，図 2でAグループと B・Cグループの聞に大きな差がみ

られるのは，「数・叫び・夢・けんか」といういずれも自己表出的な性格

をもっ言語行動においてである。また， A. Bグループと Cグループで大

きな差がみられるのは，「大勢の前・あいさつ」という他者伝達的な性格

をもっ言語行動においてである。

Aグループでは，他者伝達的な言語行動だけでなく，自己表出的な言語

行動においても祖国のことばを使うと答えた人が多い。つまり Aグループ
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では，祖国のことばが他者への意図伝達の手段としてだけでなく，自らの

感情・思考の表現手段としても用いられている。ということは，それだけ

祖国のことばが彼らの心情と密接に結びついているといえよう。ただし，

状況による使い分けにおいては，「どちらも半々」という答が多かったの

であるから，同様のことが日本語についてもいえるであろう。今回の調査

だけでははっきりしないが， Aグループでは，祖国のことばと日本語が括

抗した状態にあるのかもしれない。

これに対し， Bグループが祖国のことばを使うのは，他者伝達的な言語

行動においてであり，自己表出的な言語行動においてはあまり祖国のこと

ばを使わないようである。自己表出的な言語行動では，自分の思うままの

ことばで話せるのに対し，他者伝達的な言語行動では，相手との関係(民

族・年令・地位・親しさなど)を意識しつつ話さねばならない。特に，あ

いさつや大勢の前で話す場合には，相手との関係を良好に保つことが必要

となる。従って， Bグループは，相手との関係を意識しつつ話すときに祖

国のことばを使うのではないかと考えられる。

このことは，相手によることばの使い分けからもいえる。 Bグループは

相手によることばの使い分けで，年上の相手に対しては祖国のことばを使

い，同年代の相手・親しい人に対してはあまり祖国のことばを使わなかっ

た。同年代の相手や親しい人と話すときには，自分と相手の関係にあまり

気を使う必要もなく，ある程度自分の思うままのことばで話すことができ

る。これに対し，年上の相手と話すときには，自分と相手との関係を損ね

ないようにことばや話し方に気をつける必要がある。このように， Bグルー

プが祖国のことばを使うのは，いずれも自分と相手との関係を意識し，同

時にその関係を良好に保とうとする場合である。以上のことから考えて，

Bグループにとって祖国のことばは，社突のための道具としての性格が強

いようである。このように社突の道具として祖国のことばを使う背景には，
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年長者に対する礼儀や民族意識などがあるのではなかろうか。

調査結果をみると， Aグルーフ・ Bグルーフとも， 2つのことばを使っ

て生活していると予想され，その点では両者ともパイリンガル(二言語使

用者)であると考えられる。しかし，両者のパイリンガリズムの程度をみ

ると，その聞にはかなりの差があるように思われる。 Bグループのような

パイリンガルとモノリンガルの中間ともいえる状態については，今後さら

に詳しい調査が必要であろう。

一方， Cグループの場合は，相手によることばの使い分けと同様，状況

においてもほとんどの人が日本語を使うと答えている。ただその中で「あ

いさつ」だけは， 4分の 1の人が「祖国のことば」または「どちらも半々」

と答えている。全体的にみても，「あいさつ」は最も多くの人が「祖国の

ことばJ rどちらも半々」と答えている状況である。あいさつの目的は，

その内容よりもことばを交わすことによりお互いの存在を確かめ合うこと

にあると思われる。そこで祖国のことばを使うのは，そのことによってお

互いの民族意識を確認し合うという意味があるのかもしれない。

3. 3.各グループに属する人の特徴

これまでの考察から，今回の回答者はそのパイリンガリズムの程度に

よって， A-C 3つのグループに分けられることがわかった。では，この

ようなパイリンガリズムにおける個人差は，どういう要因によって生じる

のであろうか。ここでは，各グループに属する人の特徴について述べてみ

fごし、。

まず，各グループと年令・来日年令の関係を各グループごとに示したの

が，表 6-表8である。表では各グループに属する人が，どの年令・来日

年令にあたるかを示している。表の中の斜線は，そのグループだけで，そ

の年令・来日年令に該当する人全体のおおよそ半数以上を占めていること
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表6Aグループと年令・来日;年令の関係 表7 Bグループと年令・来日年令の関係

年令日ミ 1 21す 1 11-仲 -101:;t ~1 計

7 

22 13 

3 I 7 21 

2 I 2 2 

計 I2 I 25 I -7 I 7 I 41 言t I 2 I 8 I 14 I 19 I 43 

来日年令不明 1

表8Cグループと年令・来日年令の関係

日
日本

令 21-3111-20 0-10 計
才 生まれ

2 

5 

13 

13 

計 。 3 4 26 33 
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を示す。さらに，人数が多く斜線の集中している部分，すなわちそのグルー

プに属する人の割合が最も高い部分を大まかに太線で囲んでみた。

Aグループの割合が高いのは，表6で太線で囲んだおおよそ年令50才以

上・来日年令11才以上の人においてである。この範囲内には全体で34名の

回答者がおり，そのうち24名， 70.6%の人がAグループに属している。こ

のように， Aグループは高年令でなおかつ来日年令の高い人に多い。また，

幼児が言語を完全に習得する年令は12・3才だとされており，来日年令11才

以上の人にAグループが多いことは，幼児の言語習得との関係からも輿昧

深い。ただし， Aグルーフの人の中には年令・来日年令が低い人もおり，

これらの人については他の要因との関係を調べる必要がある。

次に， Bグループの割合が高いのは，表7で太線で囲んだおおよそ年令

4・50才代，来日年令10才以下か日本生まれの人においてである。この範囲

では，総回答者59名のうち30名， 50.8%がBグループに属する人である。

従って，年令では中間ぐらいの年令で来日年令が低いか日本生まれの人に

Bグループが多いといえる。

さらに， cグループの割合が高いのは，表8のように年令がだいたい40

才以下で日本生まれの人においてである。この範囲では，総回答者17名の

うち13名， 76.5%がCグルーフに属する。当然のことながら，年令が若く

日本生まれの人にはCグループの人が多い。

以上のように，各グルーフと年令・来日年令の関係をみると，各グルー

プとも来日年令と密接な関係をもっていることがわかる。特にAグループ

とBグループは，来日年令によってはっきり区別されている。さらに，今

回の回答者を全体的にみれば，祖国生まれはパイリンガル，日本生まれは

モノリンガルという傾向がみられる。ハワイの日系人では二世と三世の聞

に言語的に大きな隔たりがあるとされるが，在日朝鮮人では一世と二世の
( 3 ) 

聞に大きな隔たりがあるようである。
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ただ，パイリシガリズムの程度は来日年令だけに左右されるわけではな

く，年令とも関係がありそうである。年令との関係は日本生まれの人にお

いて特にはっきりしている。同じ日本生まれの人でも， Bグループの多い

年令層とごグループ.の多い年令層がある。 Bグループの多い年令層には祖

国生まれの人が多いことから，その年令層に祖国生まれの人が多ければ，

日本生まれの人でもパイリンガルになりやすいようである。以上から，祖

国生まれの人では，来日年令がパイリンガリズムの大きな要因となり，日

本生まれの人では，年令がその大きな要因となるといえよう。

なお， 40才以下の人に特にモノリンガルが多いのは，その年令層に祖国

生まれの人が少ないことのほかに，学校教育の問題もあるのではないかと

思う。 40才以下の人は，戦後小学校からほとんど日本の学校に通った世代

である。民族教育の有無とパイリンガリズムの関係については，今回は人

数が少なかったためはっきりした傾向を見い出すことができなかったが，

今後検討すべき問題であろう。

図3 各グループと居住地域の関係

A グループj11111111111111~~3組出山山E21213圏

Bグループ国首SIIIIIII 7~S三事濁

29.3 
(12) 

36.4 
(16) 

Cグループ臨輔!?i?片mF15当1 127 

全体障醇岡部rmlllllf ~i週明 お
E国-一一一一-一一一-一一一一-生野区 璽圏一一….一味.

匡~--一一一-一一-一-東大阪肺附汁市t: 仁コ ーその他
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次に，各グループと居住地域との関係について考えてみたい。図 3から

わかるように， Aグループの中では生野区の人が半数以上を占める。また，

Bグループでは東大阪市・東成区の人が多く， cグループではその他の地

域の人が多い。なお，来日年令が10才以下でAグループに属する人14名の

うち 8名が生野区に住んでいる。このように，在日朝鮮人の集住地域に住

む人ほどパイリンガルが多いことから，居住地域もパイリンカホルな生活を

行う要因のーっとしてあげられるであろう。ただし，今回の調査では現住

所しか尋ねておらず，回答者の日本国内で、の転居歴についてはわからない。

パイリンガルと居住地域の関係をより明確にするには，現在までの転居歴

も含めて検討する必要があろう。

結ぴ

これまで，在日朝鮮人の言語生活の実態については，ほとんど明らかに

されていなかった。本稿では，アンケート調査の結果から，今回の回答者

がそのパイリンガリズムの程度によって大きく 3つのグループに分けられ

ること，そしてその程度の差は回答者の年令・来日年令・居住地域と関連

していることを明らかにした。今回の考察において，在日朝鮮人のパイリ

ンガリズムの輪郭を多少なりとも浮き彫りにできたのではないかと考え

る。

しかしながら，今後の課題とすべき点も多い。今回行った調査の結果が

どの程度実際の状態を反映しているか，さらに検討が必要であろう。アン

ケート調査の場合，回答者の民族意識の持ち方がその回答に微妙な影響を

及ぼすことも考えられる。従って，実態を明らかにするためには，アンケー

ト調査だけではなく，実際の会話や行動についての調査が必要で、あろう。

ただ，そういう実際の会話や行動に関する調査を行うことが，現状では

非常に難しいことも確かである。日本人の朝鮮人に対する根強い偏見・差
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別，一方，そういう日本人に対する朝鮮人側の不信感，さらに朝鮮半島を

取り巻く政治情勢，これらのことは，在日朝鮮人の言語生活に大きな影響

を与えていると同時に，この分野の研究を進める上でも大きな障害となっ

ている。けれども，今回の調査の結果からもわかるように，このまま行け

ば近い将来，祖国のことばで生活する在日朝鮮人はほとんどいなくなって

しまうであろう。日本人にとっても朝鮮人にとっても，今後在日朝鮮人の

言語生活がどうあるべきか考えるために，この分野の研究を進めることが

急務であろうと思う。

最後に，今回のアンケート調査に協力してくださった守口市立第 3中学

校・長栄中学校・天王寺中学校の各夜間学級の先生・生徒の方々，建国中

学・高校の先生‘生徒，そして父兄の方々に感謝の意を表したい。

注

( 1 )未発表ではあるが，大阪外大朝鮮語学科の修士論文・卒業論文の中に

は，在日朝鮮人の言語・言語生活を扱ったものが数編ある。

( 2 )この節であげる数字は，法務省入国管理局 (1981)，美在彦 (1976)

による。

( 3 )ハワイの日系人の世代間での言語的隔たりについては，野元菊雄

(1973) ，比嘉正範(1974)参照。
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法務省入国管理局(1981) r出入国管理の回顧と展望(昭和55年度版)J

大蔵省印刷局

く資料〉

アンケート(ことばについて)

回国 (省略)

団つぎのようなとき，あなたは祖国のことばを使いますか，日本語を使い

ますか。

1)夢の中ではどちらですか。(あてはまる答にOをつけてください)

1祖国のことば 2日本語--3どちらも半々 4わからない

2)数をかぞえるとき，計算するときは，どちらですか。

1祖国のことば 2日本語 3どちらも半々 4わからない

3) rいたし)J rあち!J など，急なさけび声のとき，どちらを使いますか。

1祖国のことば 2日本語 3どちらも半々 4わからない

4)けんかをするときは，どちらですか。

1板国のことば 2日本語 3どちらも半々 4わからない

5)同胞の知った人にあいさつするときは，どちらですか。

1祖国のことば 2日本語 3どちらも半々 4わからない

6)おおぜいの同胞の前で話すときは，どちらですか。

1祖国のことば 2日本語 3どちらも半々 4わからない

囚あなたは，家族やほかの人と話すとき，おもにどんなことばで話をしま

すか。

(例のように，下の表のあてはまるところにOをつけてください)

祖国のことば
日本語で話す

どちらも半々

で話す ぐらいで話す

例 日本人の知りあい 。
祖父母

父

母

夫，妻

兄弟姉妹

息子，娘

親せき(年とった人)
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親せき(若い人)

同胞(親しい人)

同胞(親しくない人)

同胞(目上の人)

同胞(目下の人)

回回 (省略)

回あなたの年令，住所，職業，性別についてお答えください。

1)年令 ( )才 ( ()の中に数字を書いてください)

2)性別 1男 2女 (0をつけてください)

3)住所 ( )市 ( )区

( ()の中に場所を書いてください。町名や番地は必要ありません)

4)職業 (♀をつけてください)

1会社員 2商売(居，食堂など) 3工業(工場など)

4なし 5その他( ) 

固1)あなたは，祖国で生まれましたか，日本で生まれましたか。 (0

をつけてください。日本人の方は日本人のところにOをつけてください)

1祖国で生まれた 2日本で生まれた 3日本人

2)あなたは，いくつのとき日本に来ましたか。(()の中に数字を書いて

ください)

( )才のとき来た

回家の近所には，同胞がたくさん住んでいますか。 (0をつけてください)

1たくさん住んでいる 2あまり住んでいない 3わからない

回あなたが，いつもよく話をする人は，どんな人ですか。(いくつでも

0をつけてください)

1祖国で生まれた同胞 2日本で生まれた同胞 3日本人

回あなたは，祖国の学校か日本の民族学校に，かよったことがありま

すか。 (0をつけてください)

1ある ( 1小学校 2中学校 3高校 4大学)

2ない

回固 (省略)

(文学部助手j


